
 

当院は、厚生労働大臣より診断群分類別包括評価（ＤＰＣ）の対象病院に 

平成 20年 7月 1日に指定されました。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

従来の出来高払い方法      ＤＰＣの計算方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ すべての入院患者さんに「ＤＰＣ算定方法」が適用されるわけではなく、病気の種類に

よっては、従来の「出来高算定方法」で入院費を計算する場合もあります。 

この他、労災保険・自費診療・自賠責保険適用の患者さん、入院後 24 時間以内に亡く

なられた患者さんは従来の「出来高算定方法」になります。 

  

※ ご質問等がございましたら、医療サービス課入院担当までお尋ねください。 

 

当院の入院医療費計算方法は、 

診断群分類点数表による包括評価（ＤＰＣ）です。 

【ＤＰＣとは】 

 DPCは患者さんの病状などをもとに手術や処置の内容に応じて定めた分類（診断群分

類）ごとに１日当たりの点数が包括評価部分（投薬・注射・処置・入院料等）として定

額で決められており、それに病院ごと厚生労働大臣が定めた医療機関別係数を掛けた点

数と出来高評価部分（手術・麻酔・リハビリ・管理料等）の点数を合算する計算方法で

す。（1点＝10円）  

画像診断 

検査料 

画像診断 

1,000 点未満の処置 等 

入院基本料など 

×日数 

× 

輸血・手術・麻酔等 

リハビリ・放射線治療 

医学管理・内視鏡検査等 

1000点以上の処置等 

包括 

出来高 

診断群分類１日あたりの点数 

 （定額） 

×日数 

×医療機関別係数 1.5953 

 

※医療機関別係数内訳 （Ｒ8.6.1時点） 

基礎係数（DPC標準病院）   1.0583 

 機能評価係数（Ⅰ）       0.3801 

  機能評価係数（Ⅱ）          0.1289 

 救急補正係数         0.0280 
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